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生の最期にもっとも大きな意味をもつものである、② End of Life Careには、高度
専門職としてのソーシャルワーカーの存在が不可欠である、③ End of Life Careに
は、エコシステム構想の活用が有効である。これら３つを検証・考察している本論
文は８章から構成されている。 




家族に対する聞き取り調査から、要介護高齢者の End of Life Careを可能にする条
件を修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いて考察してい
る。 
第 3章では、End of Life Careをめぐる概念をスピリチュアリティも含めて整理・
考察し、① ターミナルケアやホスピスケアの理念を受け継いだ広い概念であること、
② がんなどの疾病や疾患に特化しないこと、③ 必ずしも終末期に限定されたもの










of Life Care支援ツールに求められる構成子と内容について考察している。 






いた家族の想いが多職種連携のチームアプローチや End of Life Care支援ツールに
よって、おたがいの想いに寄り添う方向に変容し、D氏の生きざま・死にざまが遺
される者たちの生き方となって継承されていく様が詳述されている。 

































































 本学位申請論文審査委員会は、本論文が End of Life Careにおけるソーシャルワ
ークの支援方法に関して、新たな知見を提示した内容であり、博士学位に相応しい
ものと判断します。 
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